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★ 令和３年度　園児募集★ 令和３年度　園児募集
★ STOP! 児童虐待★ STOP! 児童虐待
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▼問い合わせ先　学校教育課　（ 内線 2304 担当  腰塚丈弘）

園園 児児 募募 集集令和３年度

令和３年度

【表２】２号認定および３号認定（保育認定）の条件【表２】２号認定および３号認定（保育認定）の条件
事　由事　由 内　　容内　　容

就　労就　労
フルタイムのほか、パートタイム、在宅内就労などをしている場合フルタイムのほか、パートタイム、在宅内就労などをしている場合

※月に 48 時間以上の就労が必要となります。※月に 48 時間以上の就労が必要となります。

妊娠・出産妊娠・出産 出産の前後（産前８週間、産後８週間）出産の前後（産前８週間、産後８週間）

疾病・障害疾病・障害 保護者が病気や心身に障害を有することを医師が認めた場合保護者が病気や心身に障害を有することを医師が認めた場合

介護・看護介護・看護
同居の家族が、長期間の病気や心身に障害があるため保護者がいつも同居の家族が、長期間の病気や心身に障害があるため保護者がいつも

その介護・看護にあたっている場合その介護・看護にあたっている場合

災害復旧災害復旧 火災・風水害などの復旧にあたっている場合火災・風水害などの復旧にあたっている場合

求職活動求職活動
求職活動中（起業準備を含む）の場合求職活動中（起業準備を含む）の場合

※認定の期間は最大で３カ月となります。※認定の期間は最大で３カ月となります。

就　学就　学
大学・専門学校などに通っている場合大学・専門学校などに通っている場合

※職業訓練校などでの職業訓練を含む※職業訓練校などでの職業訓練を含む

児童虐待児童虐待

・DV・DV
児童虐待や DV の恐れがある場合児童虐待や DV の恐れがある場合

※２号認定および３号認定を受ける場合、就労時間に応じて保育標準時間・※２号認定および３号認定を受ける場合、就労時間に応じて保育標準時間・
　保育短時間の２つに区分されます。　保育短時間の２つに区分されます。

・保育標準時間　利用時間１日最長 11 時間まで。
就労時間が両親ともに月に 120 時間以上の場合

・保育短時間　　利用時間 1 日最長 8 時間まで。
就労時間が両親ともに月に 48 時間以上の場合

　　

令
和
３
年
４
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園
・
保
育
所
の
利
用
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希
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受
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育
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、
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が
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が
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り
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。
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認
定
に
は
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ど
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じ
た
１
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あ
り
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る
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設
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時
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を
決
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し
ま
す
。

　

認
定
区
分
と
利
用
施
設
は
【
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１
】
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と
お
り
で
す
。

　

認
定
区
分
と
利
用
施
設
は
【
表
１
】
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
認
定
の
申
請
は
、
入
園
・
入
所
申
し
込
み
時
に
併
せ
て
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
認
定
の
申
請
は
、
入
園
・
入
所
申
し
込
み
時
に
併
せ
て
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

１
号
認
定
（
教
育
認
定
）
は
、
町
内
在
住
で
年
齢
条
件
を
満
た
せ
ば
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

１
号
認
定
（
教
育
認
定
）
は
、
町
内
在
住
で
年
齢
条
件
を
満
た
せ
ば
受
け
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
２
号
認
定
お
よ
び
３
号
認
定
（
保
育
認
定
）
を
受
け
た
い
場
合
は
、
条
件
を
満

た
だ
し
、
２
号
認
定
お
よ
び
３
号
認
定
（
保
育
認
定
）
を
受
け
た
い
場
合
は
、
条
件
を
満

た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
ど
も
園
・
保
育
所
で
２
号
認

　

こ
ど
も
園
・
保
育
所
で
２
号
認

定
ま
た
は
３
号
認
定
（
保
育
認
定
）

定
ま
た
は
３
号
認
定
（
保
育
認
定
）

を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
父
母
な
ど

を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
父
母
な
ど

の
保
護
者
が
【
表
２
】
の
い
ず
れ

の
保
護
者
が
【
表
２
】
の
い
ず
れ

か
の
事
由
に
該
当
す
る
場
合
と
な

か
の
事
由
に
該
当
す
る
場
合
と
な

り
ま
す
。

り
ま
す
。

【表１】認定区分と利用施設【表１】認定区分と利用施設
認定区分認定区分 対象年齢対象年齢 保育の必要性保育の必要性 利用時間利用時間 利用施設利用施設

１号認定１号認定

教育認定教育認定
３～５歳児３～５歳児 保育の必要なし保育の必要なし

教育標準時間教育標準時間

8:30 ～ 13:308:30 ～ 13:30
こ ど も 園こ ど も 園

２号認定２号認定

保育認定保育認定
３～５歳児３～５歳児 保育の必要あり保育の必要あり

教育標準時間＋保育時間教育標準時間＋保育時間

最長 7:30 ～ 18:30最長 7:30 ～ 18:30

３号認定３号認定

保育認定保育認定

０～２歳児０～２歳児
（生後8カ月より）（生後8カ月より）

保育の必要あり保育の必要あり
保育時間保育時間

最長 7:30 ～ 18:30最長 7:30 ～ 18:30
保 育 所保 育 所

※０歳児の保育時間は原則として８時 30 分から 16 時 30 分までとなります。※０歳児の保育時間は原則として８時 30 分から 16 時 30 分までとなります。
　２号認定・３号認定の土曜保育は希望保育となります。　２号認定・３号認定の土曜保育は希望保育となります。

　　
２
号
・
３
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保
育
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定
）

２
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３
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保
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認
定
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け
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に
は

を
受
け
る
に
は



・
５
歳
児

・
５
歳
児

　

平
成

　

平
成
2727
年
４
月
２
日
～

年
４
月
２
日
～

平
成
平
成
2828
年
４
月
１
日
生
ま
れ

年
４
月
１
日
生
ま
れ

▼
申
し
込
み
方
法

▼
申
し
込
み
方
法

　

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
に
つ

　

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
に
つ

い
て
は
、
令
和
２
年

い
て
は
、
令
和
２
年
1111
月
９
日
㈪

月
９
日
㈪

か
ら
各
こ
ど
も
園
で
配
布
し
ま
す
。

か
ら
各
こ
ど
も
園
で
配
布
し
ま
す
。

新
３
歳
児
で
保
育
所
に
通
っ
て
い

新
３
歳
児
で
保
育
所
に
通
っ
て
い

な
い
児
童
に
つ
い
て
は
、

な
い
児
童
に
つ
い
て
は
、
1111
月月

1313
日
㈮
ま
で
に
通
園
区
域
に
あ
る

日
㈮
ま
で
に
通
園
区
域
に
あ
る

こ
ど
も
園
に
書
類
を
受
け
取
り
に

こ
ど
も
園
に
書
類
を
受
け
取
り
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間

▼
申
込
期
間
（
土
日
を
除
く
）

（
土
日
を
除
く
）

　　

令
和
２
年

令
和
２
年
1111
月
９
日
㈪
～

月
９
日
㈪
～
2020
日
㈮
日
㈮

▼
提
出
書
類

▼
提
出
書
類

◎
１
号
認
定
を
希
望
す
る
場
合

◎
１
号
認
定
を
希
望
す
る
場
合

・
入
園
申
込
兼
支
給
認
定
申
請
書

・
入
園
申
込
兼
支
給
認
定
申
請
書

◎
２
号
認
定
を
希
望
す
る
場
合

◎
２
号
認
定
を
希
望
す
る
場
合

・
入
園
申
込
兼
支
給
認
定
申
請
書

・
入
園
申
込
兼
支
給
認
定
申
請
書

・
保
育
を
必
要
と
す
る
証
明
書

・
保
育
を
必
要
と
す
る
証
明
書

      （
勤
務
証
明
書
）

（
勤
務
証
明
書
）

▼
提
出
先

▼
提
出
先

　

通
園
区
域
に
あ
る
こ
ど
も
園

　

通
園
区
域
に
あ
る
こ
ど
も
園

▼
面
接

▼
面
接

　

１
号
認
定
・
２
号
認
定
児
に
つ

　

１
号
認
定
・
２
号
認
定
児
に
つ

い
て
は
書
類
提
出
時
に
こ
ど
も
園

い
て
は
書
類
提
出
時
に
こ
ど
も
園

で
面
接
を
実
施
し
ま
す
。
書
類
提

で
面
接
を
実
施
し
ま
す
。
書
類
提

出
当
日
は
入
園
予
定
児
を
同
伴
し

出
当
日
は
入
園
予
定
児
を
同
伴
し

て
く
だ
さ
い
。

て
く
だ
さ
い
。

※
土
日
を
除
く

※
土
日
を
除
く

　

平
日
の

　

平
日
の
1616
時時

　

ま
で
に
来
園

　

ま
で
に
来
園

　

し
て
く
だ
さ

　

し
て
く
だ
さ

　

い
。

　

い
。

　

町
内
に
は
２
つ
の
保
育
所
が
あ

　

町
内
に
は
２
つ
の
保
育
所
が
あ

り
ま
す
。
住
所
・
連
絡
先
等
は
【
表

り
ま
す
。
住
所
・
連
絡
先
等
は
【
表

４
】
の
と
お
り
で
す
。

４
】
の
と
お
り
で
す
。

▼
対
象
児

▼
対
象
児

・
０
歳
児

・
０
歳
児

　

令
和
２
年
４
月
２
日
生
ま
れ
以
降

　

令
和
２
年
４
月
２
日
生
ま
れ
以
降

・
１
歳
児

・
１
歳
児

　

平
成

　

平
成
3131
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４
月
２
日
～
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４
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２
日
～

令
和
２

令
和
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
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月
１
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ま
れ
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２
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児
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児
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成

　

平
成
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２
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～
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４
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日
～

平
成
平
成
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年
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１
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ま
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年
４
月
１
日
生
ま
れ

※
０
歳
児
は
、
生
後
８
カ
月
か
ら

※
０
歳
児
は
、
生
後
８
カ
月
か
ら

　

の
受
け
入
れ
と
な
り
ま
す
。
年

　

の
受
け
入
れ
と
な
り
ま
す
。
年

　

度
途
中
の
入
所
を
希
望
す
る
場

　

度
途
中
の
入
所
を
希
望
す
る
場

　

合
も
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

合
も
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　　

町
内
に
は
５
つ
の
こ
ど
も
園
が

町
内
に
は
５
つ
の
こ
ど
も
園
が

あ
り
ま
す
。
住
所
・
連
絡
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等
は【
表

あ
り
ま
す
。
住
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・
連
絡
先
等
は【
表

３
】
の
と
お
り
で
す
。

３
】
の
と
お
り
で
す
。

▼
対
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児

▼
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象
児

・
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歳
児

・
３
歳
児
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成

　

平
成
2929
年
４
月
２
日
～

年
４
月
２
日
～

平
成
平
成
3030
年
４
月
１
日
生
ま
れ

年
４
月
１
日
生
ま
れ

・
４
歳
児

・
４
歳
児

　

平
成

　

平
成
2828
年
４
月
２
日
～

年
４
月
２
日
～

平
成
平
成
2929
年
４
月
１
日
生
ま
れ

年
４
月
１
日
生
ま
れ

【表３】町内こども園の住所・連絡先【表３】町内こども園の住所・連絡先
施　設　名施　設　名 通園区域通園区域 住　所住　所 連　絡　先連　絡　先

あづまこども園あづまこども園 東　地区東　地区 大字箱島 1270-11大字箱島 1270-11 0279-59-39330279-59-3933

おおたこども園おおたこども園 太田地区太田地区 大字植栗 3333大字植栗 3333 0279-68-20620279-68-2062

はらまちこども園はらまちこども園 原町地区原町地区 大字原町 5160大字原町 5160 0279-68-28950279-68-2895

いわしまこども園いわしまこども園 岩島地区岩島地区 大字岩下 45大字岩下 45 0279-67-36310279-67-3631

さかうえこども園さかうえこども園 坂上地区坂上地区 大字本宿 407-1大字本宿 407-1 0279-69-35150279-69-3515

※入園申し込みは、原則として通園区域の施設で受け付けます。※入園申し込みは、原則として通園区域の施設で受け付けます。
　ただし、３号認定の弟妹がいる場合については、希望により通園するこども園　ただし、３号認定の弟妹がいる場合については、希望により通園するこども園
　を変更できますので、園または役場学校教育課までご連絡をお願いします。　を変更できますので、園または役場学校教育課までご連絡をお願いします。
　現在保育所に通っている児童については保育所より書類を配布します。　現在保育所に通っている児童については保育所より書類を配布します。

【表４】町内保育所の住所・連絡先【表４】町内保育所の住所・連絡先
施　設　名施　設　名 住　所住　所 連　絡　先連　絡　先

あづま保育所あづま保育所

（定員　25 名）（定員　25 名）

大字箱島大字箱島

1269-11269-1
0279-59-38770279-59-3877

はらまち保育所はらまち保育所

（定員　70 名）（定員　70 名）

大字原町大字原町

51635163
0279-68-28530279-68-2853

　
認
定
こ
ど
も
園
の

　
認
定
こ
ど
も
園
の

入
園
に
つ
い
て

入
園
に
つ
い
て

▼
申
し
込
み
方
法

▼
申
し
込
み
方
法

　

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
に
つ

　

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
に
つ

い
て
は
、
令
和
２
年

い
て
は
、
令
和
２
年
1111
月
９
日
㈪

月
９
日
㈪

か
ら
各
保
育
所
お
よ
び
役
場
学
校

か
ら
各
保
育
所
お
よ
び
役
場
学
校

教
育
課
で
配
布
し
ま
す
。

教
育
課
で
配
布
し
ま
す
。

▼
申
込
期
間

▼
申
込
期
間
（
土
日
を
除
く
）

（
土
日
を
除
く
）

　　

令
和
２
年

令
和
２
年
1111
月
９
日
㈪
～

月
９
日
㈪
～
2020
日
㈮
日
㈮

▼
提
出
書
類

▼
提
出
書
類

・
入
所
申
込
兼
支
給
認
定
申
請
書

・
入
所
申
込
兼
支
給
認
定
申
請
書

・
保
育
を
必
要
と
す
る
証
明
書

・
保
育
を
必
要
と
す
る
証
明
書

  （
勤
務
証
明
書
）

（
勤
務
証
明
書
）

▼
提
出
先

▼
提
出
先

　

希
望
す
る
保
育
所
ま
た
は
、
役

　

希
望
す
る
保
育
所
ま
た
は
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２
子
の
保
育
料
は
半
額
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２
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・
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３
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３
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【表５】保育所（３号認定）の利用者負担額【表５】保育所（３号認定）の利用者負担額
区　　分区　　分 保　育　料　月　額保　育　料　月　額

階　層階　層 範　　囲範　　囲
３　号　認　定３　号　認　定

標準時間認定標準時間認定 短時間認定短時間認定

第 １第 １ 生活保護世帯生活保護世帯 0 円0 円 0 円0 円

第 ２第 ２ 町民税非課税世帯町民税非課税世帯 0 円0 円 0 円0 円

第 ３第 ３

町
民
税
所
得
割
課
税
世
帯

町
民
税
所
得
割
課
税
世
帯

48,600 円未満48,600 円未満 9,700 円9,700 円 9,600 円9,600 円

第 ４第 ４
48,600 円以上48,600 円以上

　97,000 円未満　97,000 円未満
15,000 円15,000 円 14,800 円14,800 円

第 ５第 ５
97,000 円以上97,000 円以上

　169,000 円未満　169,000 円未満
22,200 円22,200 円 21,900 円21,900 円

第 ６第 ６
169,000 円以上

　301,000 円未満
30,500 円30,500 円 30,000 円30,000 円

第 ７第 ７
301,000 円以上301,000 円以上

　397,000 円未満　397,000 円未満
40,000 円40,000 円 39,400 円39,400 円

第 ８第 ８ 397,000 円以上397,000 円以上 52,000 円52,000 円 51,200 円51,200 円

　　
保
育
所
の
入
所
に
つ
い
て

保
育
所
の
入
所
に
つ
い
て
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■県内児童相談所の虐待通告受付件数の推移

■令和元年度県内の虐待対応件数と内訳

STOP !
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２
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）
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相
談
機
関
な
ど

11 月は
   児童虐待
 　 防止推進月間

「しつけ」という名の
暴力をしていませんか？

問

保
健
福
祉
課　

福
祉
係

保
健
福
祉
課　

福
祉
係

（
内
線
２
１
３
４
担
当
髙
橋
晶
子
）

・殴る　・蹴る・殴る　・蹴る
・投げ落とす・投げ落とす
・激しく揺さぶる・激しく揺さぶる
・やけどを負わせる・やけどを負わせる
・溺れさせる・溺れさせる
・首を絞める・首を絞める
・縄などで部屋に・縄などで部屋に
　拘束する　　など　拘束する　　など

２
身体的虐待

・・子どもへの性的行為子どもへの性的行為
・性的行為を見せる・性的行為を見せる
・ポルノグラフィの・ポルノグラフィの
　被写体にする　被写体にする

　など　など

４
性的虐待

・家に閉じ込める・家に閉じ込める
・食事を与えない・食事を与えない
・ひどく不潔にする・ひどく不潔にする
・重い病気になって・重い病気になって
　も病院に連れて行　も病院に連れて行
　かない　かない

などなど

３
ネグレクト

・言葉による脅し・言葉による脅し
・無視をする・無視をする
・きょうだい間での・きょうだい間での
　差別的扱い　差別的扱い
・子どもの目の前で・子どもの目の前で
　家族に対して暴力　家族に対して暴力
　をふるう（DV）　をふるう（DV）

などなど

１
心理的虐待
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（戸籍証明は９時～ 17時まで）
※年末年始・システム休止日を除く

毎日６時 30分～ 23 時まで利用できます！

全国のコンビニなどで、住民票の写しや印

鑑登録証明書、戸籍証明書、課税証明書な

どが取得できます。複合コピー機にマイナ

ンバーカードをかざして、タッチパネルの

指示どおりに操作するだけ！

　
　
　
　が
必
要
だ
よ
！

　
　
　と
暗
証
番
号
の
入
力

　
　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　格
納
さ
れ
た

利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
の

〔問い合わせ先〕  ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞに関すること　町民課　戸籍住民係　内線：2120　担当：青木美保 
税務課　住民税係　　内線：2111　担当：田中　博 税証明に関すること 　 

発行できる証明書の料金

全部事項（戸籍謄本）
一部事項（戸籍抄本）

証明書
住民票の写し・印鑑登録証明書・
戸籍の附票 ・ 所得課税証明書 ・
住民票記載事項証明書

300 円 450 円

注意事項
※ 本人や同一戸籍内の方が戸籍の届け出を

された場合、戸籍に反映するまでは戸籍証
明書を取得することができません。

※ 所得課税証明書は最新の課税年度分のみ
発行できます。

※ 暗証番号を３回間違えると利用できません。
※ 間違えて発行された証明書は交換 ・ 返金

はできません。
※ 住民基本台帳カードや通知カードは利用で

きません。

！！ ！！
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　10 月６日に太田小学校の１・２年生が、吾妻
広域消防本部東部消防署へ見学に行き、消防署の
役割や消防車の機能について勉強しました。普段
は聞けない消防職員の話に興味津々の様子で、た
くさん質問をしていました。最後に消防職員と児
童たちは「火遊びは絶対しない」と約束を交わし
ました。

消消 防署についてお勉強
太田小１・２年生生活科見学

町町 内で２人の方が 100 歳
町長が慶祝訪問

　10 月 10・11 日に、中央公民館で第４回響谷書
展が開催されました。書展には小学生から大人ま
での作品 65 点余り（毛筆・硬筆・詩文書・ペン字）
が展示されたほか響谷書道会会長の高橋大榛さん
の師にあたる小田川大岳氏による出展もありまし
た。２日間で 250 名を超える来場者があり、おお
いに賑わいました。

練練 習の成果を披露
第４回 響谷書展

　９・10 月に町内で２人の方が 100 歳を迎えら
れ町長が慶祝訪問を行いました。長寿の秘訣など
を伺いました。

　９月 28 日に 100 歳を迎えた青木ハナさん（写
真上）の長寿の秘訣は「自分のペースでゆっくり
過ごし、食べ物を何でも食べること」だそうです。
また学生時代に記憶した教育 勅

ちょく

語を披露してもら
いました。

　10 月 15 日に 100 歳を迎えた塚田ヱイ子さん（写
真下）の長寿の秘訣は「３食決まった時間に食べ、
毎食乳製品を欠かさないこと」だそうです。最近
は週刊誌を読むことが楽しみと話していました。



ひがしあがつまタウンニュースひがしあがつまタウンニュース

　10 月 18 日に町スポーツ広場で郡内の小学校下
学年を対象に軟式野球を通じて交流を図る大会が
郡少年野球連盟のもと開催されました。ルールは

「低学年軟式野球（通称：オレンジボール）」で行
われ、親子参加型の野球で、攻撃側の大人がピッ
チャーになり味方へ投げ、いかに上手に打たせる
かが鍵となる親子で楽しめるものでした。

オオ レンジ色のボールを追う
郡少年野球低学年交流大会

みみ んなで力を合わせて
各地区で運動会

　10 月４日に町弓道場で第 15 回町民弓道大会を
行いました。山岸託透さんが十射中七射で優勝し
ました。競技終了後、余興として祝

いわいまと

的（写真右下）
という射た場所によって得点が変わる競技を実
施。水仙のイラストの上にコロナウイルスのイラ
ストを配置し、収束の願いを込めた一矢を放って
いました。余興の優勝は、丸山和政さんでした。

祝祝 的でコロナをやっつける
町民弓道大会

　10 月は小学校やこども園で運動会が開催され
ました。取材に行った一部をご紹介します。

　10 月７日に岩島小学校で運動会の代替行事に
あたる「岩小スポーツ祭り」が開催され、徒競走
や大玉転がし、ダルマ運びレースなどを行いまし
た。写真（上）は高学年による表現「海を渡った
縄文人」の様子です。

　台風の影響で１日順延されましたが、10 月 11
日に東小学校で「東小学校・こども園大運動会」
が無事開催されました。徒競走のほかに綱引きや
棒引きなどを実施。写真（下）は上学年による表
現「東小ソーラン 2020」の様子です。
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　診療所では、10 月１日からインフルエンザ予防接種を行っています。ワクチンの供給状況によって接種
できない可能性もありますので、接種をご希望の方は早めに受診してください。また、院内滞在時間短縮
と混雑緩和のため、あらかじめ電話連絡をお願いします。なお、インフルエンザワクチンは、重症化予防
の効果がありますが、感染を確実に防ぐことができるわけではありませんので、新型コロナウイルス感染
症予防と同様に、引き続き、手洗い・マスクの着用・身体的距離の確保の徹底をお願いします。

　今後更なる新型コロナウイ
ルスの感染拡大も予想されま
す。また、インフルエンザの
流 行 期 に も な っ て き ま す の
で、発熱などの症状を呈する
方への診療体制が例年までと
異なる可能性があります。随
時この広報をとおして情報提
供をさせていただきますが、
定期受診されている方は予約
での受診、急な体調不良での
受診を希望される方は受診前
の電話連絡のご協力をお願い
します。
　 診 療 所 ご 利 用 の 皆 さ ま に
は、ご不便をお掛けいたしま
すが、住民の皆さまの健康維
持、感染拡大防止のため、ご
理解・ご協力のほどよろしく
お願いします。

東吾妻町国保国保診療所だより

「インフルエンザ予防接種について②」

11 月の認知症家族会
　町では毎月認知症家族会を開催しています。日ご
ろから思っていることを話してみましょう。
■期　日　令和２年 11 月 26 日㈭
■時　間　10 時～ 11 時 30 分
■場　所　保健センター
■費　用　無料
■問い合わせ先　
　包括支援センター（☎ 68-0200）

11 月の健康相談
　町では毎月健康相談を行っています。
【東地区】
■日　時　令和２年 11 月 10 日㈫ 10 時～ 11 時 30 分
■場　所　あづま農村環境改善センター
【太田・原町・岩島・坂上地区】
■日　時　令和２年 11 月 13 日㈮ 13 時 30 分～ 15 時
■場　所　保健センター
■問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021）

【受付時間】
　午前： 8 時 30 分～ 11 時 45 分
　午後：14 時～ 17 時

【連絡先】
　国保診療所　堀口　英
　（☎ 59-3010）

★「11月の診療予定表」★「11月の診療予定表」
日日 月 火火 水水 木 金 土土

11/111/1
休診休診

22 33
休診休診

44
休診休診

5 66
午後診察午後診察
を受けるを受ける
場合は、場合は、
要電話要電話

77
休診休診

88
休診休診

99
午後診察午後診察
16:0016:00

～ 17:00～ 17:00

1010
午後診察午後診察
15:0015:00

～ 17:00～ 17:00

1111
休診休診

1212
午後診察午後診察
15:0015:00

～ 17:00～ 17:00

1313 1414
休診休診

1515
休診休診

1616 1717
午後診察午後診察
16:0016:00

～ 17:00～ 17:00

1818
休診休診

1919
午後診察午後診察
16:0016:00

～ 17:00～ 17:00

2020 2121
休診休診

2222
休診休診

2323
休診休診

2424
午後休診午後休診

2525
休診休診

2626 2727 2828
休診休診

2929
休診休診

3030 12/112/1 22
休診休診

33 44 55
休診休診
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11 月の予防接種日程表
●東地区　●会場　国保診療所　●問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021 担当  髙田 萌）

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

11 月 19 日㈭ 第７回乳幼児個別予防接種 14:00 ～ 14:30 予防接種のお知らせを参照してください
11 月 12 日㈭までに申し込みください

11 月の母子保健事業日程表
❶町内全地区　●会場・問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021 担当  小林みゆき）

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

11 月 6 日㈮ 離乳食講習会 10:15 ～ 10:30 令和元年 10 月～令和２年７月生まれ

10 日㈫
はっぴい歯科健診 13:30 ～ 14:00

平成 27 年４・５月、平成 28 年 10・11 月、
平成 29 年４・５月生まれ

11 日㈬ 平成 27 年 10・11 月、平成 28 年４・５月、
平成 30 年４・５・９・10・11 月生まれ

13 日㈮ 乳幼児健康相談 10:00 ～ 11:00 乳幼児の希望者（事前に申し込みください）

25 日㈬

４カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 令和２年 7 月生まれ

７カ月児健康診査 14:00 ～ 14:15 令和２年 4 月生まれ（B.C.G 接種を行います）

１歳児健康診査 13:15 ～ 13:30 令和元年 10 月生まれ

❷町内全地区〈子育てサークル〉　●問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021 担当  髙田 萌）
●会場　ピヨピヨ：あづま農村環境改善センター／ラッコ：保健センター

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

11 月 9 日㈪ ピヨピヨクラブ 9:30 ～ 10:00 こども園就園前までの子どもと保護者

18 日㈬ ラッコクラブ 10:00 ～ 10:15 ４カ月から１歳までの子どもと保護者

11 月の当番医予定表11月の当番医予定表
期　    日 内　　　　　　科 外　　　科 休　日　夜　間

11 月 8 日㈰ けんもち医院
（中之条☎ 75-5155）

櫻井医院
（長野原☎ 0279-82-3999）

原町赤十字病院
（原町☎ 68-2711）

原町赤十字病院
（原町☎ 68-2711）

15 日㈰ 後藤医院
（中之条☎ 75-2230）

嬬恋村診療所
（嬬恋☎ 0279-97-3020）

吾妻さくら病院
（中之条☎ 75-3011）

吾妻さくら病院
（中之条☎ 75-3011）

22 日㈰ 小池医院
（岩下☎ 67-2030）

草津こまくさ病院
（草津☎ 0279-88-4321）

原町赤十字病院
（原町☎ 68-2711）

原町赤十字病院
（原町☎ 68-2711）

23 日㈪ 吾妻脳外循環科
（原町☎ 68-5211）

長野原診療所
（長野原☎ 0279-85-2259）

西吾妻福祉病院
（長野原☎ 0279-83-7111）

西吾妻福祉病院
（長野原☎ 0279-83-7111）

29 日㈰ くりはら医院
（原町☎ 68-0355）

桜井クリニック
（嬬恋☎ 0279-97-3800）

吾妻さくら病院
（中之条☎ 75-3011）

吾妻さくら病院
（中之条☎ 75-3011）

①内科・外科の診療時間は９時～ 17 時です。
②急患の為の当番医制度ですので、緊急患者以外の受診はご遠慮願います。
③原則として往診はしません。
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と
全
身
の
フ
レ
イ
ル
に
は
密
接
な
関
係
が

あ
り
ま
す
。
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
が
行
う
75
歳
の
歯
科
検
診
、
東
吾

妻
町
が
行
う
歯
周
病
検
診
な
ど
も
活
用

し
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
と
相
談
し
な
が

ら
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
予
防
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

も
可
能
で
す
。
フ
レ
イ
ル
予
防
の
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
（
後
期
高
齢
者
質
問
票
）
を
ご

紹
介
し
ま
す
（
黄
色
枠
①
）。
健
さ
ん
の

健
康
法
が
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の
観
点
か
ら

も
理
に
か
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

■
健
さ
ん
と
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
予
防

　

健
さ
ん
は
、
セ
リ
フ
の
聞
こ
え
を
良
く

す
る
た
め
、
日
々
、
活
舌
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
も
行
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
活
舌
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
内
容
は
、
舌
を
動
か
し
て

声
（
ア
・
エ
・
イ
・
ウ
・
エ
・
オ
・
ア
・

オ
）
を
出
す
舌
の
筋
ト
レ
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド

の
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
か
ら
特
訓
を
受
け

た
英
語
の
早
口
言
葉
（Luke Luck Likes 

Lakes

な
ど
）
と
、
新
聞
や
雑
誌
の
音
読

が
主
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
顎
の
ラ

イ
ン
が
緩
ま
な
い
よ
う
、
か
か
り
つ
け
の

歯
科
で
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
を
作
成
し
、
奥
歯

を
噛
み
締
め
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
行
っ
て

い
た
そ
う
で
す
。「
行
く
道
は
精
進
に
し

て
、
忍
び
て
終
わ
り
悔
い
な
し
」
と
い
う

座
右
の
銘
ど
お
り
、
健
さ
ん
は
、
孤
高
の

映
画
ス
タ
ー
と
し
て
、
生
涯
現
役
を
貫
き

通
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

滑
舌
の
低
下
や
食
べ
こ
ぼ
し
、
噛
め
な

い
食
品
の
増
加
な
ど
、
口
の
機
能
の
わ
ず

か
な
衰
え
を
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
い
い

ま
す
。
口
の
機
能
は
、
食
事
や
会
話
な
ど

に
直
結
し
て
お
り
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル

■
健
さ
ん
の
健
康
法

　

日
本
映
画
を
代
表
す
る
大
ス
タ
ー
、
高

倉
健
さ
ん
。
今
年
七
回
忌
を
迎
え
ま
す
。

２
０
１
４
年
11
月
10
日
に
83
歳
で
亡
く
な

る
ま
で
、生
涯
現
役
で
あ
っ
た
の
は
、日
々

の
精
進
の
賜
物
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

最
期
を
看
取
っ
た
養
女
の
小
田
貴
月
さ

ん
に
よ
る
と
、
健
さ
ん
は
、
毎
朝
、
体
重
・

体
脂
肪
・
血
圧
を
測
定
し
、
朝
食
前
の
ス

ト
レ
ッ
チ
と
、
体
力
づ
く
り
の
た
め
の
ジ

ム
通
い
を
欠
か
さ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

外
出
の
際
は
マ
ス
ク
を
欠
か
さ
ず
、
お
酒

は
一
切
嗜
ま
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。
ヘ

ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
で
し
た
が
、
１
９
７
７

年
、「
八
甲
田
山
」
の
撮
影
を
機
に
禁
煙

し
た
そ
う
で
す
。
小
田
さ
ん
は
、
外
食
の

多
か
っ
た
健
さ
ん
の
食
事
の
一
切
を
任
さ

れ
、
好
み
に
配
慮
し
、
身
体
を
つ
く
る
基

本
と
な
る
献
立
を
考
え
続
け
た
そ
う
で

す
。

■
健
さ
ん
と
フ
レ
イ
ル
予
防

　

年
を
取
っ
て
、
体
や
心
の
働
き
や
社
会

的
な
つ
な
が
り
が
弱
く
な
っ
た
、「
健
常
」

と「
要
介
護
」の
間
の
状
態
を「
フ
レ
イ
ル
」

と
呼
び
ま
す
。
早
め
に
気
付
き
対
応
す
る

こ
と
が
重
要
で
、「
健
常
」
に
戻
る
こ
と

知っておきたい歯歯の話
　
町
内
の
歯
科
医
の
先
生
か
ら「
歯

と
口
」
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
今
月
は
「
健
さ
ん

と
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」
に
つ
い

て
で
す
。

　65. 健さんとオーラルフレイルについて

■
参
考
文
献

　

小
田
貴
月 

著　
「
高
倉
健
そ
の
愛
」　

文
藝
春
秋　

刊

　

厚
生
労
働
省
保
険
局
高
齢
者
医
療
課

　
「
高
齢
者
の
特
性
を
踏
ま
え
た
保
健
事
業

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
２
版
」

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
68
・
５
０
２
１
）

①後期高齢者質問票

□　あなたの現在の健康状態はいかがですか

□　毎日の生活に満足していますか

□　１日３食きちんと食べていますか

□　半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか

□　お茶や汁物などでむせることがありますか

□　６カ月間で２～３㎏以上の体重減少がありましたか

□　以前に比べて歩く速度が遅くなってきたと思いますか

□　この１年間に転んだことがありますか

□　ウオーキングなどの運動を週に１回以上していますか

□　周りの人から「いつも同じことを聞く」などのもの忘れが  

　　 あると言われていますか

□　今日が何月何日かわからない時がありますか

□　たばこを吸いますか

□　週に１回以上は外出していますか

□　普段から家族や友人と付き合いがありますか

□　体調が悪いときに、身近に相談できる人がいますか

【参考】高齢者の特性を踏まえた保健事業ガイドライン第２版
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今
月
の
歴
史
文
化
探
訪
は
、
東
地
区

の
未
指
定
文
化
財
を
取
り
扱
う
第

３
弾
と
し
て
大
字
五
町
田
に
所
在
し
て

い
た
南な

ん
た
く
じ
あ
と

沢
寺
跡
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

●
南
沢
寺
跡
と
は
？

　

大
字
五
町
田
に
は
、
人
知
れ
ず
廃
寺

と
な
っ
た
お
寺
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

名
前
は
南
沢
寺
。
現
在
は
吾
妻
地
蔵
尊

と
し
て
祀
ら
れ
た
場
所
が
か
つ
て
の
お

寺
の
場
所
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
南
沢
寺

は
い
つ
頃
で
き
た
の
か
。『
あ
が
つ
ま 

あ
づ
ま
』（
旧
東
村
誌
）
に
よ
る
と
、
文

永
12
年
（
１
２
７
５
年
）
４
月
に
五
町

田
に
あ
る
金き

ん
ば
ら
じ
ょ
う

原
城
（
別
名
白
狐
城
）
の

城
主
の
手
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
、
応
永

年
間
（
１
３
９
４
～
１
４
２
８
年
）
に

金
原
左
衛
門
大
夫
が
再
建
し
、
永
禄
～

天
正
年
間
の
争
乱
時
に
こ
と
ご
と
く
お

堂
が
焼
失
し
て
石
造
の
地
蔵
堂
（
現
在

の
吾
妻
地
蔵
尊
の
前
身
？
）
な
ど
を
残

し
て
廃
寺
と
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
南
沢
寺
は
こ
の
金
原
城
主
だ
っ
た

金
原
氏
の
菩ぼ

だ

い

じ

提
寺
と
な
っ
て
い
た
と
の

こ
と
な
の
で
す
が
、
お
堂
の
焼
失
を
経

て
廃
寺
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の

寺
が
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
詳
細
な
資

料
は
な
く
、
詳
し
い
来
歴
も
知
ら
れ
な

い
ま
ま
に
歴
史
の
片
隅
に
埋
も
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
南
沢
寺
に
つ
い

て
何
か
を
知
る
手
が
か
り
は
な
い
も
の

で
し
ょ
う
か
。
資
料
が
少
な
い
の
は
事

実
で
す
が
、
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
と

い
う
訳
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
寺

院
跡
地
に
残
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
石
造

文
化
財
を
と
お
し
て
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
地
蔵
堂
跡
に
残
る
石
造
文
化
財

　

現
在
の
吾
妻
地
蔵
尊
と
呼
ば
れ
る
場

所
の
西
側
に
は
墓
地
が
広
が
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
墓
地
に
は
複
数
の
石
造
物

が
乱
雑
に
積
み
重
な
っ
て
い
た
り
、
不

思
議
な
形
の
塔
と
し
て
残
っ
て
い
る
姿

が
散
見
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
石
造
物

は
実
は
主
に
中
世
と
い
う
時
代
に
製
作

さ
れ
た
石
造
物
群
で
あ
り
、
町
内
で
も

こ
れ
だ
け
ま
と
ま
っ
た
数
の
中
世
石
塔

が
残
る
場
所
は
多
く
な
い
た
め
東
吾
妻

町
の
中
世
と
い
う
時
代
を
考
え
る
際
に

大
き
な
手
が
か
り
が
眠
っ
て
い
る
場
所

で
も
あ
る
の
で
す
。
簡
単
で
は
あ
り
ま

す
が
、
こ
こ
に
残
る
中
世
石
塔
に
つ
い

て
い
く
つ
か
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

①
板
碑

　

板
碑
と
は
関
東
地
方
で
は
主
に
埼
玉

県
北
部
や
群
馬
県
南
部
で
産
出
さ
れ
る

緑り
ょ
く
で
い
へ
ん
が
ん

泥
片
岩
を
扁
平
に
加
工
し
、
供
養
塔

と
し
て
製
作
さ
れ
た
石
造
物
で
す
。
こ

の
南
沢
寺
跡
に
は
１
枚
の
板
碑
が
立
っ

た
状
態
で
残
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、

現
在
は
長
年
の

風
雨
に
よ
り
表

面
が
摩
耗
し
、

そ
こ
に
刻
ま
れ

て
い
た
文
字
や

図
像
な
ど
を
判
読
す
る
の
は
極
め
て
困

難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

先
ほ
ど
ふ
れ
た
『
あ
が
つ
ま 

あ
づ
ま
』

や
著
名
な
板
碑
の
研
究
者
で
あ
る
千
々

和
実
氏
が
群
馬
県
内
に
残
る
板
碑
を
集

成
し
た
『
上
野
国
板
碑
集
録
』
な
ど
を

読
む
と
非
常
に
興
味
深
い
事
例
と
し
て

登
場
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
板
碑
に
は
何
が
刻
ま
れ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。
紹
介
し
て
い
る
書
物

に
は
、
高
さ
約
85
㎝
の
幅
約
29
㎝
で
そ

の
中
央
に
は
阿
弥
陀
三
尊
が
描
か
れ
る

い
わ
ゆ
る
画
像
板
碑
と
さ
れ
る
も
の
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
紀
年
銘
と

し
て
文
永
12
年
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
南
沢
寺
の
創
建
と
し
て
伝
わ
っ
て

い
る
年
代
は
こ
の
紀
年
銘
を
も
と
と
し

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
通
常
の

関
東
地
方
に
残
る
板
碑
と
し
て
、
基
本

的
な
も
の
は
梵
字
が
刻
ま
れ
そ
の
下
に

紀
年
銘
な
ど
が
刻
ま
れ
る
こ
と
が
一
般

的
で
す
。
特
に
画
像
が
描
か
れ
た
板
碑

は
少
な
く
、
吾
妻
郡
で
は
ほ
か
に
文
永

７
年
（
１
２
７
０
年
）
の
弥
陀
一
尊
画

像
板
碑
（
沢
渡
温
泉
出
土
）
や
文
永
８

年
（
１
２
７
１
年
）
の
画
像
板
碑
（
林

昌
寺
、
と
も
に
中
之
条
町
で
町
指
定
重

要
文
化
財
）
が
知
ら
れ
て
い
る
代
表
で

し
ょ
う
か
。
南
沢
寺
跡
地
の
画
像
板
碑

は
こ
れ
ら
よ
り
も
後
出
す
る
年
代
を
指

し
示
し
て
い
ま
す
が
、
極
め
て
近
い
年

代
の
中
で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
作

成
し
た
人
物
や
そ
の
背
景
に
何
ら
か
の

共
通
性
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
非
常
に
重
要
な

石
造
物
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で

し
ょ
う
。

②
宝
塔

　

宝
塔
も
板
碑

と
同
じ
く
、
中

世
の
供
養
塔
の

一
種
で
す
。
宝

塔
は
相
輪
・
笠
・

軸
・
基
礎
・（
反
花
座
）・（
台
石
）
の
各

部
材
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
跡

地
に
は
こ
の
宝
塔
の
ほ
か
、
五
輪
塔
と

呼
ば
れ
る
石
塔
の
各
部
材
が
乱
雑
な
状

態
で
置
か
れ
て
い
る
た
め
、
一
見
し
て

わ
か
り
づ
ら
い
の
で
す
が
こ
の
宝
塔
は

全
て
の
部
材
が
揃
っ
て
い
る
た
め
比
較

的
目
立
つ
石
塔
と
い
え
ま
す
。
そ
の
中

の
基
礎
と
呼
ば
れ
る
四
角
い
形
を
し
た

部
材
に
応
永
16
年
（
１
４
０
９
年
）
と

刻
ま
れ
て
い
て
、
こ
れ
こ
そ
が
金
原
城

主
だ
っ
た
金
原
左
衛
門
尉
某
の
墓
と
伝

わ
り
ま
す
。
南
沢
寺
が
先
ほ
ど
ふ
れ
た

金
原
城
主
の
菩
提
寺
で
あ
り
、
創
建
や

再
建
に
関
わ
っ
て
い
た
と
い
う
伝
承
と

重
な
る
部
分
で
す
。
こ
の
よ
う
に
み
る

と
板
碑
や
宝
塔
と
い
っ
た
石
造
物
か
ら

こ
の
南
沢
寺
と
金
原
城
、
そ
し
て
城
主

と
の
つ
な
が
り
な
ど
こ
の
五
町
田
地
域

の
歴
史
そ
の
も
の
が
こ
こ
か
ら
読
み
取

れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

東吾妻町の東吾妻町の歴史・文化探訪歴史・文化探訪
ーー問い合わせ先／東吾妻町教問い合わせ先／東吾妻町教育委員会社会教育課（☎ 68-2261育委員会社会教育課（☎ 68-2261 担当  吉田智哉） 吉田智哉）

 

未
指
定
文
化
財
を
知
ろ
う
～
東
地
区
編
～
③ 

吾
妻
地
蔵
尊
（
南
沢
寺
跡
）
～
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InformationInformation

こども園会計年度任用職員を募集

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的

年
金
な
ど
の
収
入
や
そ
の
他
の
所
得
額

が
一
定
基
準
額
以
下
の
、
年
金
受
給
者

の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に

上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。

■
対
象
と
な
る
方

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
方

に
限
り
ま
す
。

①
老
齢
基
礎
年
金

・
65
歳
以
上
で
あ
る
。

・
世
帯
員
全
員
の
市
町
村
民
税
が
非
課

　

税
と
な
っ
て
い
る
。

・
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の
合

　

計
が
約
88
万
円
以
下
で
あ
る
。

②
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

・
前
年
の
所
得
額
が
約
４
６
２
万
円
以

　

下
で
あ
る
。

■
請
求
手
続
き

【
年
金
を
受
給
し
始
め
る
場
合
】

　

年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ
て
年
金

事
務
所
ま
た
は
町
で
請
求
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

【
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を

受
け
取
る
場
合
】

　

お
受
け
取
り
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、

日
本
年
金
機
構
よ
り
10
月
中
旬
頃
に
請

求
可
能
な
旨
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま

案内案内

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度

し
た
。
同
封
の
ハ
ガ
キ
（
年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
請
求
書
）
に
記
入
し
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
令
和
３
年
２
月
１

日
ま
で
に
請
求
手
続
き
が
完
了
す
る
と
、

令
和
２
年
８
月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を

　

装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内
に
ご
注

　

意
く
だ
さ
い

　

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か
ら
、

電
話
で
お
客
さ
ま
の
家
族
構
成
や
金
融

機
関
の
口
座
番
号
・
暗
証
番
号
を
伺
っ

た
り
、
手
数
料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
☎
０
５
７
０
・
05
・
１
１
６
５
）

　

渋
川
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
２
７
９
・
22
・
１
６
１
４
）

　

町
民
課　

保
険
年
金
係

　
（
内
線
２
１
２
４
担
当
髙
橋
智
恵
子
）

　

県
内
の
６
消
防
本
部
で
共
同
運
用
し
、

吾
妻
郡
を
管
轄
す
る
「
た
か
さ
き
消
防

共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
Ｔ
Ｅ
Ｐ

Ｃ
Ｏ
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
株
式
会
社
が
提
供
す
る
電
柱
位
置

検
索
シ
ス
テ
ム
「
ア
ッ
ト
サ
ー
チ
」
を

運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
電
柱
に
付
さ
れ
た
管
理
番

号
（
写
真
参
照
）
を
１
１
９
番
通
報
時

に
聞
き
取
り
、
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｃ
Ｏ
光
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
て
電
柱
の

位
置
情
報
を
検
索
し
、
通
報
者
の
位
置

を
特
定
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

県
内
で
は
初
の
導
入
で
、
目
標
物
が

少
な
い
地
区
や
別
荘
地
、
山
間
部
な
ど

の
広
大
な
土
地
に
同
一
の
住
所
や
地
番

が
付
さ
れ
た
エ
リ
ア
か
ら
の
１
１
９
番

通
報
時
に
お
い
て
、
効
果
が
期
待
さ
れ

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

１
１
９
番
通
報
す
る
際
に
、
公
共
施

設
な
ど
の
目
標
物
が
近
く
に
な
い
場
合

は
、
近
く
の
電
柱
の
管
理
番
号
を
伝
え

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

吾
妻
広
域

　

消
防
本
部
警
防
課

　
（
☎
68
・
０
２
１
７
）

案内案内

１
１
９
番
通
報
時
に
電
柱
の
管
理
番
号
か
ら

１
１
９
番
通
報
時
に
電
柱
の
管
理
番
号
か
ら

　
通
報
場
所
を
特
定
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　
通
報
場
所
を
特
定
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　町では、おおたこども園の学習支援員を募集します。
【募集人員】　１名
【応募資格】　月から金曜日まで勤務可能な方
【勤務時間】　８時 30 分～ 16 時 30 分
【勤務先】　　おおたこども園
【任用期間】　令和２年 12 月１日～令和３年３月 31 日
【雇用形態】　会計年度任用職員制度に基づく任用
【賃　金】　　時給 897 円

【試験方法】　面接試験
【応募方法】　市販の履歴書に写真を添付のうえ、教育

　　　　　　委員会事務局へ提出してください。
【応募期限】　令和２年 11 月 20 日㈮（当日消印有効）
【試験日】　　令和２年 11 月下旬予定（後日連絡）

■問い合わせ先
　学校教育課（ 内線 2304 担当  酒井文彰・腰塚丈弘）
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町からのお知らせ町からのお知らせ

令和２年度　自衛官等募集
　防衛省・自衛隊では、自衛官候補生等を募集しています。受験を希望する方は、下記までお問い合わせください。
■募集要項■募集要項

■その他　　　　■その他　　　　新型コロナウイルスの影響で日程が変更になる場合があります。
■問い合わせ先　自衛隊群馬地方協力本部　（☎ 0278-23-4111）

　

労
働
保
険
は
働
く
皆
さ
ん
を
守
り
ま

す
。
労
働
保
険
（
労
災
保
険
と
雇
用
保

険
の
総
称
）
は
、
政
府
が
管
理
・
運
営

し
て
い
る
強
制
的
保
険
で
す
。
農
林
水

産
業
の
一
部
を
除
き
、
労
働
者
を
一
人

で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
は
す
べ
て

加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

だ
加
入
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
事
業

主
は
、
す
ぐ
に
加
入
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

加
入
の
手
続
き
、
ご
相
談
は
、
群
馬

労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
ま
た
は
、
最

寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
へ
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

■
問
い
合
わ
せ
先

　　

群
馬
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

群
馬
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

　
（
☎
０
２
７
・
８
９
６
・
４
７
３
４
）

案内案内

1111
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
で
す

月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
で
す

　

町
で
は
、
町
内
に
在
住
す
る
高
齢
者

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
対

し
、
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
10
月
１
日
よ
り
県
の
助
成
も
加
わ

り
、
無
料
で
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
改
め
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

案内案内

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

■
接
種
期
限　

令
和
３
年
３
月
31
日
㈬

■
対
象

①
接
種
日
に
お
い
て
満
65
歳
以
上
の
方

②
接
種
日
に
お
い
て
満
60
歳
か
ら
満
65

　

歳
未
満
で
あ
っ
て
、
心
臓
・
じ
ん
臓
・

　

呼
吸
器
の
機
能
に
障
が
い
を
有
す
る
方

■
接
種
回
数　

期
間
内
に
１
回

■
接
種
方
法

　

か
か
り
つ
け

の
医
療
機
関
で

予
防
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
68
・
５
０
２
１
）

　

町
で
は
、
日
常
生
活
に
著
し
く
支
障

の
あ
る
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い

る
方
に
、
介
護
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
目
的

で
、「
在
宅
介
護
慰
労
手
当
」
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

　

12
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
１
年

以
上
継
続
し
て
、
在
宅
で
介
護
を
続
け

て
い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
基
準
日
に
入
院
等
で
在
宅
で
の
介

護
が
実
施
さ
れ

て
い
な
い
場
合

は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

■
支
給
対
象
者

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
高
齢
者
を
介

護
さ
れ
て
い
る
町
内
在
住
の
方
に
限
り
ま

す
。

①
東
吾
妻
町
在
住
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者

②
要
介
護
度
４
ま
た
は
５
に
相
当
す
る
方

③
②
の
状
態
が
１
年
以
上
継
続
し
、
入
院

　

や
介
護
保
険
の
短
期
入
所
等
で
在
宅
生

　

活
を
離
れ
た
期
間
が
、
年
間
１
０
０
日

　

を
越
え
な
い
方

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課　
　

　
（
内
線
２
１
３
３
担
当
小
林　

稔
）

案内案内

在
宅
介
護
慰
労
手
当
の
申
請

在
宅
介
護
慰
労
手
当
の
申
請

❶❶高等工科学校生徒
　対　　象：男性で中学卒業（見込を含む）
　試  験  日 ：令和３年１月 23 日㈯（１次）、
　　　　    　　　　　２月 6 日㈯（２次）
　会　　場：新町駐屯地
　募集期間：令和３年１月６日㈬まで

❷自衛官候補生
　対　　象：18 歳以上 33 歳未満
　試  験  日 ：令和２年 11 月 27 日㈮、28 日㈯、
　　　　　   令和３年 1 月 24 日㈰
　会　　場：相馬原駐屯地、新町駐屯地
　募集期間：随時
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InformationInformation

第 72 回人権週間　特設人権相談所
　12 月４日㈮から 10 日㈭までの１週間を第 72 回人権週間と定め、全国的に各種行事を企画しています。前橋地
方法務局および群馬県人権擁護委員連合会では、各市町村において、特設人権相談所を開設します。子どもに関
すること、家庭内や近所のもめごとなど、人権問題や困りごとで悩んでいる方は特設相談所までお越しください。
≪東吾妻町特設人権相談≫
■日　時　令和２年 12 月４日㈮　10 時～ 15 時
■会　場　中央公民館
※特設相談所へお越しになれない方につきましても、　
　右記の相談先がありますのでご利用ください。

≪インターネット相談≫　http://www.jinken.go.jp/
≪電話相談≫　みんなの人権 110 番（☎ 0570-003-110）
　　　　　　　平日：8 時 30 分～ 17 時 15 分
■問い合わせ先
　前橋地方法務局人権擁護課（☎ 027-221-4466）

　

警
察
で
は
、
犯
罪
の
被
害
者
や
そ
の

ご
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

■
情
報
提
供　

　

刑
事
手
続
き
の
概
要
や
捜
査
、
裁
判

の
過
程
で
利
用
で
き
る
制
度
、
各
種
機

関
の
相
談
窓
口
な
ど
に
つ
い
て
情
報
提

供
し
ま
す
。

■
経
済
的
負
担
の
軽
減　

　

特
定
の
犯
罪
に
よ
り
傷
害
等
を
負
っ

た
場
合
、
医
療
費
等
の
一
部
に
つ
い
て

警
察
が
経
費
を
支
出
す
る
な
ど
、
被
害

者
等
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

■
精
神
的
負
担
の
軽
減　

　

安
心
し
て
被
害
の
届
け
出
や
相
談
な

ど
が
で
き
る
よ
う
犯
罪
被
害
者
相
談
電

話
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

■
安
全
の
確
保　

　

同
一
の
犯
人
か
ら
、
再
度
危
害
を
受

け
な
い
よ
う
に
、
防
犯
指
導
や
立
ち
寄

り
警
戒
を
行
う
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

材
等
を
活
用
し
て
安
全
対
策
を
講
じ
ま

す
。

■
犯
罪
被
害
給
付
制
度

　

殺
人
な
ど
の
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ

り
、
不
慮
の
死
を
遂
げ
た
犯
罪
被
害
者

案内案内

警
察
が
行
う
犯
罪
被
害
者
支
援

警
察
が
行
う
犯
罪
被
害
者
支
援

の
遺
族
ま
た
は
重
傷
病
も
し
く
は
障
が

い
と
い
う
重
大
な
被
害
を
受
け
た
犯
罪

被
害
者
の
方
に
対
し
て
、
社
会
の
連
帯

共
助
の
精
神
に
基
づ
き
、
一
時
金
を
支

給
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

■
問
い
合
わ
せ
先

　

吾
妻
警
察
署
警
務
課

　

吾
妻
警
察
署
警
務
課

　
（
☎

　
（
☎
6868
・
０
１
１
０

・
０
１
１
０  

内
線 

２
１
１
））

　

町
で
は
、
全
て
の
町
道
を
除
雪
す
る

こ
と
が
不
可
能
な
こ
と
か
ら
、
地
元
住

民
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
行
政
区
で

個
人
の
車
両
な
ど
を
借
り
上
げ
て
除
雪

を
行
っ
た
場
合
、
車
両
の
借
り
上
げ
料

を
予
算
の
範
囲
内
で
支
給
し
ま
す
。

■
事
業
実
施
時
期

　

当
該
年
度
の
降
雪
の
時
期
で
す
。

■
事
業
主
体　

行
政
区
と
し
ま
す
。

■
事
業
内
容

　

原
則
と
し
て
対
人
・
対
物
保
険
に
加

入
済
の
車
両
等
を
使
用
し
て
、
10
㎝
以

上
の
降
雪
が
あ
っ
た
時
に
、
町
道
の
除

雪
を
行
う
も
の
と
し
ま
す
。

※
見
込
み
で
着
手
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

　

と
考
え
ま
す
。

■
借
り
上
げ
料

　

１
つ
の
行
政
区
に
対
し
て
１
日

４
０
０
０
円
支
給
し
ま
す
。

■
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

　

除
雪
車
両
の
借
り
上
げ
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
方
は
行
政
区
長
に
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
締
切
日　

令
和
２
年
11
月
30
日
㈪

※
昨
年
度
申
請
の
あ
り
ま
し
た
行
政
区

　

に
つ
き
ま
し
て
は
、
11
月
５
日
に
申

　

請
書
を
送
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課　

建
設
管
理
係

　
（
内
線
２
２
６
２
担
当
飯
塚
卓
也
）

案内案内

除
雪
車
両
の
借
り
上
げ
事
業

除
雪
車
両
の
借
り
上
げ
事
業
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町からのお知らせ町からのお知らせ

　

昨
年
か
ら
施
行
し
た
「
ま
ち
づ
く
り

参
加
条
例
」
に
基
づ
き
、
住
民
が
町
の

行
政
活
動
に
参
画
し
、
意
見
交
換
や
提

言
を
行
う
住
民
参
加
の
場
「
ひ
が
し
あ

が
つ
ま
創
生
会
議
」
の
２
年
目
の
活
動

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
影
響
か
ら
、
会
議
の
再

開
時
期
を
見
極
め
て
き
ま
し
た
が
、
10

月
２
日
㈮
に
20
人
の
委
員
が
参
加
し
て

キ
ッ
ク
オ
フ
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
角
田
会
長
の
講
話
の
後
、

小
委
員
会
別
に
分
か
れ
て
役
場
各
課
で

所
管
す
る
事
業
の
中
か
ら
聞
き
取
り
調

報告報告

ひ
が
し
あ
が
つ
ま
創
生
会
議
の
２
年
目
キ
ッ
ク
オ
フ

ひ
が
し
あ
が
つ
ま
創
生
会
議
の
２
年
目
キ
ッ
ク
オ
フ

　
～
住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
～

　
～
住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
～

■ひがしあがつま創生会議　委員
　任期：令和元年９月 18 日から令和３年９月 17 日までの２年間
　※区長は今年度４月１日付けで補選。（まちづくり参加条例第６条、定数 24 人、敬称略）

公募に応募した住民

10 名募集に対して 14 名応募

【選考に際しての配慮事項】
　・幅広い年齢層に配慮
　・若い世代や子育て世代に配慮
　・男女同数に配慮
　・過去に応募のない方に配慮

荻原　春夫
篠原せつ子
高橋　本司
高橋あや子

△角田　健治　
島村　優輝
加部美奈子
成瀬　裕美

△武田　芳信　
石田　靖子

地域を代表する者

東地区代表 （区長会）
太田地区代表（区長会）
原町地区代表（在下区長）
岩島地区代表（区長会）
坂上地区代表（区長会長会）

角田　豊　
青木　朋一
飯塚　均　
水出　優　
高橋　秀夫

産業界

農業委員会長
商工会長
パナソニック LS 朝日㈱　部長
観光協会長
原町赤十字病院　事務部長

奥木　徹弥
池原　純　
小池　康弘
小林　正明
本多　誠司

県や国の行政機関 県吾妻振興局吾妻行政県税事務所長 富沢　喜詔

高等教育機関 東洋大学　名誉教授 ○岡崎　渉　　

金融機関 群馬銀行　原町支店長 萩原　昌明

学識経験者 元群馬県職員 ◎角田　隆紀　

　※会長◎および副会長○、小委員会の委員長△

査
し
た
い
内
容
の
選
定
と
次
回
の
会
議

日
程
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
な
お
、

今
後
の
活
動
状
況
は
随
時
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課　

企
画
調
整
係

　

企
画
課　

企
画
調
整
係

　
（
内
線
２
２
３
２
担
当
蜂
須
賀　

徹

蜂
須
賀　

徹
）

　
　
　
　
　

定
住
促
進
係

定
住
促
進
係

　
（
内
線
２
２
３
２
担
当
町
田　

隆

町
田　

隆
） ▲講話する

　  角田 隆紀 会長

▼総合戦略小委員会の会議の様子

中央公民館中央公民館　　図書情報図書情報
◆児童図書
『もしも恐竜とくらしたら』…………… 山本 省三
『貸出禁止の本をすくえ！』… アラン・グラッツ  
『太陽ってどんな星？』 ……………… 宮原ひろ子
◆一般図書
『ちょっといい話’Ｓin群馬』 ……………弓岡 宗治
『ゴミ清掃員の日常　ミライ編』 ………滝沢 秀一
『志村けん160の言葉』  ………………… 志村 けん

◆おすすめの一冊
『ギャンブル依存症から抜け出す本』… 樋口 進　著

　ギャンブル依存症は、自分の
意志だけでは治せない病気で
す。治すには専門家に相談し、
協力を求めましょう。この本
は、医療機関の探し方から治療
までの流れを解説した一冊で
す。

■問い合わせ先　中央公民館（☎ 68-2412）

著
著
著

著
著
著
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子子
ここ

ど もど も宇 宙宇 宙 教教
き ょ う し つき ょ う し つ

室室
う ち ゅ うう ち ゅ う

令和２年
令和２年

1212４４//
18：20 ～18：20 ～
（２時間程度）（２時間程度）

問 教育委員会事務局　社会教育課
（☎ 68-2261　担当　角田友紀）

内　容　　星空観察、ミニ双眼鏡の作成など
　　　　　※天候により星空観察ができない場合は施設見学
　　　　　　となります。
対　象　　町内の小学３～６年生とその保護者
申込方法　教育委員会事務局社会教育課へ電話で
　　　　　申し込みください。
申込期限　令和２年11月20日㈮
その他　　　応募多数の場合は抽選となります。
　　　　　　当日の集合場所はぐんま天文台駐車場です。
　　　　　　駐車場から天文台までは、バスでの移動となり
　　　　　　ます。参加者には後日詳しい内容を通知します。

町教育委員会事務局では、子ども宇宙教室を開催します。
宇宙や星空に興味のある方は、ぜひご参加ください。

金金

500円500円

８   組８   組

 県立 県立
  ぐんま天文台  ぐんま天文台参加費

定　員

会　場

令和３年原町不動尊節分祭中止
　毎年原町不動尊境内で、節分追儺式（節分祭）を
行っておりますが、新型コロナウイルス感染状況は
収束する兆しがなく、拡大傾向にある現状を鑑み、
入構者始め関係者皆さまの健康・安全面を第一に考
え、令和３年の節分祭は中止することといたしまし
た。関係各位の皆さまにはご理解いただきますよう
お願い申し上げます。
■問い合わせ先 　原町成田講（☎ 68-5235）

令和２年 大酉祭 中止
　毎年八坂神社で、大酉祭を行っておりますが、新
型コロナウイルス感染拡大の状況を考慮し、中止と
させていただくこととなりました。
　ご参加を予定されていた皆さまには
大変ご迷惑をお掛けすることとなり、
誠に申し訳ございません。何卒ご理解
のほどよろしくお願い申し上げます。
■問い合わせ先　東吾妻町商工会　（☎ 68-2256）
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町からのお知らせ町からのお知らせ

ベイシア様
東吾妻町役場

主要地方道路高崎東吾妻線

国道 145 号線

吾　妻　川

あおぞら様

至渋川市→

至中之条町→←至長野原町

←至長野原町

マルエドラッグ様

中央公民館

保健センター

群馬原町駅

駅
原
郷
至

駅
条
之
中
至

コンベンションホール

成人式駐車場

【受付】【受付】09：50 ～9：50 ～

　【会場】　【会場】
　　東吾妻町　　東吾妻町
　　コンベンションホール　　コンベンションホール
　【対象】　【対象】
　　平成 12 年４月２日　　平成 12 年４月２日
　　　～平成 13 年４月１日　　　～平成 13 年４月１日

生まれの方生まれの方

東

吾

妻

町

東

吾

妻

町

一歩踏み出す　キミの姿

成
人
式

成
人
式

令和３年令和３年

1010（日）（日）//１１

問 教育委員会事務局　社会教育課
（☎ 68-2261　担当　茂木夕子）

【式典】10：30 ～【式典】10：30 ～

　令和２年度の成人式は、新型コロナウイルス感染症拡大
予防対策を講じたうえで開催します。ただし、状況により
内容の変更や式典を中止する場合もあります。
　新成人の方には案内状を送付します。該当の方で通知が
届かない場合は、お手数ですがご連絡をお願いします。

～新型コロナウイルス感染症対策へのご協力のお願い～
・発熱や体調の不安のある方は来場をお控えください。
・会場内でのマスクの着用、手指の消毒にご協力ください。
・入場時に検温を実施します。熱のある方、体調不良の方は
　入場をお断りする場合があります。
・参加者とスタッフに感染者が発生した場合は、必要に応じ
　て保健所などの行政機関に名簿などの情報を提供させてい
　ただきます。
・新成人の方以外の館内の入場はご遠慮ください。

群馬県最低賃金の改正
　群馬県の最低賃金は、群馬県内の事業場で働く
すべての労働者とその使用者に適用されます。ま
た、特定の製造業については、群馬県最低賃金よ
り時間額が高い特定（産業別）最低賃金が定めら
れています。

■時間額　【835 円　⇒　837円】
■問い合わせ先　群馬労働局、県内の労働基準監督署、
　県労働局労働基準部賃金室（☎ 027-896-4737）



InformationInformation

令和２年度　入札結果
事　　　　　業　　　　　名 場　所 落札業者 落札金額 役場担当課

小規模農村整備事業　本宿松原地区
用排水路整備工事 本　宿 ㈱吾妻土木 6,000,000 円 農林課

県単林道舗装事業北榛名山線 岩　井 池原工業㈱ 8,600,000 円 農林課

町道路線番号標識設置工事 三島ほか ㈲関工業 4,200,000 円 建設課

東吾妻町簡易水道 新巻給水区切替管布設工事 新　巻 吉田工務店 2,200,000 円 上下水道課

東吾妻町公共下水道事業 管渠築造工事（R2-2） 原　町 宮﨑工務店㈱ 1,380,000 円 上下水道課

合併処理浄化槽設置工事（2-9 工事） 三島ほか 富沢設備㈱ 2,500,000 円 上下水道課

■問い合わせ先　各担当課まで

（９月 23 日執行）（９月 23 日執行）

　日ごろより『あづま温泉 桔梗館』
をご利用いただきありがとうござ
います。秋本番を迎え、露天風呂
から紅葉を眺めませんか？
★ 11 月のカラオケ２倍デーは毎週木曜日

★ 化粧品お試し月間

　乾燥するこの季節、お肌に優しい化粧品サンプルを
ぜひご利用ください。
★ 仕事終わりの入館がおすすめ

　18 時 30 分以降の入館料が毎日 400 円です。
　11 月の休館日は 24 日㈫です。ご注意ください。
　スタッフ一同、笑顔で皆さまをお待ちしております。
■問い合わせ先　あづま温泉「桔梗館」（☎ 59-3533）

◆ 新型コロナウイルス感染症対策支援等寄附金◆ 新型コロナウイルス感染症対策支援等寄附金
  ❀ ３万円		  　   吉田　勉　さま❀ ３万円		  　   吉田　勉　さま

◆ 道の駅 あがつま峡へ ◆ 道の駅 あがつま峡へ 
 ❀ 十五夜　飾り物一式 ❀ 十五夜　飾り物一式
　　小池　金四郎　さま　　小池　金四郎　さま

あ た た か い  こ こ ろあ た た か い  こ こ ろ

ありがとうございましたありがとうございました

『マスクの寄附について』 『マスクの寄附について』 
　お寄せいただいたマスク　お寄せいただいたマスク
は放課後児童クラブに寄贈は放課後児童クラブに寄贈
させていただきました。させていただきました。

あづま温泉 あづま温泉 桔梗館桔梗館  だよりだより
　 町 民 体 育 館 の 電 気
工 事 を 行 う た め 右 記
の 日 程 を 臨 時 休 館 と
させていただきます。
ご 理 解 の ほ ど お 願 い
いたします。
■問い合わせ先　町民体育館（☎ 68-0245）

健康増進センター健康増進センター
臨時休館臨時休館のお知らせのお知らせ

1111
2323//

（月）（月）
（勤労感謝の日）（勤労感謝の日）
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　皆さんからの写真や楽しい　皆さんからの写真や楽しい
お便りをお待ちしています。お便りをお待ちしています。
住所・氏名・電話番号の記入住所・氏名・電話番号の記入
を忘れずに役場総務課秘書広を忘れずに役場総務課秘書広
報係までお送りください。報係までお送りください。
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　11 月分の納期限は 11 月 30 日です　11 月分の納期限は 11 月 30 日ですまちの人口
～令和２年 10 月１日現在～

	 ●男	 6,564 人

	 前月比	 （－ 10 人）

	 ●女	 6,761 人

	 前月比	 （－ 14 人）

	 ●人口	 13,325 人

	 前月比	 （－ 24 人）

	 ●世帯数	 5,616 世帯

	 前月比	 （－ 14 世帯）

口座振替をご利用の方は口座預貯
金残高を確認しておいてください

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２２
月月

３
月

住民税 ※ ○ ○ ○ ○ ※
固定資産税 ○ ○ ○ ○
国民健康保険税 ※ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
軽自動車税 ○
介護保険料 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
水道料等 ( 上水道・下水道 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○
水道料等 ( 簡易水道・下水道 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○
合併処理浄化槽使用料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町営住宅使用料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ケーブルテレビ使用料 ( 東地区 ) ○ ○ ○
後期高齢者医療保険料 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

※は条件によっては徴収と
なる場合があります。

大根収穫祭　～吾妻中央高等学校 生物生産科～大根収穫祭　～吾妻中央高等学校 生物生産科～
　群馬県立吾妻中央高等学校生物生産科では、生徒が栽培した大根の販売イベントを開催します。詰め方に
よっては、大根が 20 本以上入る大きさの指定袋をご購入いただき、詰め放題で収穫することができるので、
大変お得です。青首大根の「耐病総太り」と漬物用大根の「秋まさり２号」をご用意させていただいております。
　また、今年度は学校内の農場で実施します。野菜や草花、加工品の販売も予定しておりますので、ぜひお
越しください。
■開催日　令和２年 11 月 21 日㈯　※雨天決行
■時　間　９時から完売になり次第終了（11 時頃）
■場　所　県立吾妻中央高等学校　校内農場
■価　格　大根：一袋 700 円（詰め放題）
■その他　新型コロナウイルス感染症対策として、受付時に身元確認

および検温をさせていただきます。また会場内では必ずマ
スクの着用をお願いします。

■問い合わせ先　吾妻中央高等学校（☎ 75-3455）

おすすめおすすめ健康料理レシピ　　健康料理レシピ　　

揚げない酢鶏揚げない酢鶏
176176

材料 （４人分）材料 （４人分）

鶏もも肉 ……………

片栗粉 ……………

にんじん ……………

玉ねぎ ………………

ピーマン ……………

しいたけ ……………

　　水 ………………

　　トマトケチャップ

　　　　　 ………

　　しょうゆ ……

　　酢 ……………

　　こしょう ……

　　片栗粉 ………

サラダ油 …………

280 ｇ

大さじ１

40 ｇ

50 ｇ

60 ｇ

30 ｇ

100㎖

大さじ２

大さじ１

大さじ１

少　々　

大さじ１

大さじ２

つ く り か たつ く り か た
①　鶏もも肉を一口大に切り、片栗粉を

　　まぶします。にんじん、玉ねぎ、ピー

　　マンを乱切りにし、にんじんを下茹

　　でします。

②　Ａ（調味料）を混ぜます。

③　フライパンにサラダ油を中火で熱し、

　　鶏もも肉をこんがりと焼きます。

④　鶏もも肉を一旦取りだし、玉ねぎを

　　透き通るまで炒めたら、にんじん、　

　　ピーマン、しいたけを加えてさっと

　　炒めます。

⑤　②をよく混ぜてから加え、とろみが

　　つくまで煮たら鶏もも肉を戻します。

　　最後にひと煮立ちさせて完成です。

栄 養 価栄 養 価
（ ４ 人 分 ）（ ４ 人 分 ）

エネルギー … 235  kcal
たんぱく質 … 12.3 ｇ
食塩相当量 … 1.0 ｇ

A

この広報紙は環境に配慮した紙を使用しています。 20




